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１
．
礼
文
島
・
利
尻
島
の
環
境

（
１
）
両
島
の
概
要

　

礼
文
島
は
北
海
道
の
北
西
端
、
北
緯
四
五
度
二
六
分
の
日
本
海
に

位
置
す
る
。
三
〇
〇
あ
ま
り
ほ
ど
の
高
山
植
物
が
繁
茂
し
、「
花
の

浮
島
」
と
呼
ば
れ
る
。
人
口
は
二
七
〇
九
人
（
二
〇
一
五
年
八
月
一
日

現
在
）。
ピ
ー
ク
時
の
一
九
五
五
年
に
は
九
八
七
四
人
で
あ
っ
た
。

ニ
シ
ン
の
不
漁
、
そ
の
後
の
水
産
資
源
の
減
少
と
と
も
に
人
口
が
急

速
に
減
少
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

利
尻
島
は
、
礼
文
水
道
を
隔
て
て
礼
文
島
の
南
東
に
位
置
す
る
。

利
尻
町
と
利
尻
富
士
町
か
ら
な
り
、
人
口
は
一
九
五
五
年
に
は

二
万
一
二
五
九
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
四
分
の
一
以
下
の
約

四
九
六
二
人
（
二
〇
一
五
年
七
月
末
現
在
）。
減
少
の
原
因
は
礼
文
島
と

同
じ
で
あ
る
。

　

両
島
と
も
、
も
と
も
と
は
ア
イ
ヌ
の
居
住
地
で
あ
っ
た
が
、一
七
世

紀
に
松
前
藩
の
直
轄
に
な
り
、
同
藩
と
明
治
政
府
か
ら
漁
場
の
請
負

礼
文
島
・
利
尻
島
に
お
け
る
水
産
業
の
現
状
と
そ
の
将
来

︱
資
源
回
復
と
後
継
者
確
保
に
向
け
て
抜
本
的
な
改
革
を
︱
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制
で
入
植
し
て
、
ニ
シ
ン
や
コ
ン
ブ
漁
に
従
事
す
る
本
土
の
資
本
家

が
開
発
し
た
。
現
在
は
水
産
業
と
観
光
業
が
主
産
業
で
あ
り
、
高
齢

化
が
進
む
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
ど
ち
ら
も
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。

　

観
光
業
は
、二
〇
〇
二
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
入
り
込
み
客
数
が
減
り

は
じ
め
、
い
ま
で
は
半
分
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
冬
場
の
観
光

客
が
少
な
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

　

な
お
、
利
尻
島
に
は
、
日
本
の
開
国
に
影
響
の
あ
っ
た
米
国
人
ラ

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
上
陸
記
念
碑
が
あ
る
。

（
２
）
日
本
海
の
環
境

　

日
本
海
の
資
源
の
悪
化
と
漁
業
の
衰
退
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

水
産
庁
と
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
水
産
資
源
評
価
を
み

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
近
海
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
、

太
平
洋
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
豊
か
で
生
産
性
の
高

い
海
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
あ
る
。
流
氷
が
も
た
ら
す
北
部
海
域
か
ら

の
栄
養
が
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
の
豊
か
な
海
の
幸

の
も
と
で
あ
る
。
次
い
で
太
平
洋
で
、
寒
流
と
暖
流
が
交
わ
り
、
日

本
列
島
の
河
川
か
ら
流
れ
出
る
栄
養
塩
が
海
を
豊
か
に
す
る
。
最
後

が
、
半
閉
鎖
海
の
日
本
海
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
日
本
列
島
が
大
陸

と
つ
な
が
っ
て
い
た
頃
は
、
湖
状
態
で
あ
っ
た
。
流
入
河
川
も
少
な

く
、
大
陸
か
ら
の
冬
の
低
気
圧
が
起
こ
す
撹
拌
現
象
で
も
な
い
限
り
、

栄
養
塩
が
不
足
ぎ
み
で
あ
る
。
日
本
海
の
栄
養
状
態
を
示
す
指
標
の

一
つ
と
し
て
、
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
成
体
体
長
が
あ
る
。
太
平
洋
側
は

八
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
が
、
日
本
海
側
は
七
メ
ー
ル
台
が
多
く
、
大

き
く
な
ら
な
い
。

　

礼
文
島
・
利
尻
島
は
、
地
理
的
に
は
日
本
海
に
属
す
る
が
、
寒
流

の
リ
マ
ン
海
流
と
暖
流
の
対
馬
海
流
が
交
差
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か

ら
の
流
氷
の
影
響
を
受
け
る
位
置
に
あ
り
、
非
常
に
豊
か
で
あ
る
。

流
氷
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
着
岸
し
て
い
た
が
、
最
近
は
そ
れ

が
み
ら
れ
ず
、
漁
業
生
産
減
少
の
一
要
因
で
あ
る
。

（
３
）
森
と
海
と
の
関
係

　

礼
文
島
・
利
尻
島
で
ニ
シ
ン
漁
が
最
盛
期
を
迎
え
た
一
八
九
七
年

に
は
、
ニ
シ
ン
の
水
揚
げ
は
北
海
道
の
日
本
海
岸
だ
け
で
九
七
万
ト

ン
に
達
し
た
。
漁
期
は
四
月
頃
の
わ
ず
か
一
カ
月
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
ニ
シ
ン
は
一
九
五
五
年
頃
、
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
一
九
四
七

年
、
突
然
姿
を
消
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン
ト
レ
ー
な
ど
の
マ

イ
ワ
シ
に
似
て
い
る
。
人
間
が
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
マ
イ
ワ
シ
を

缶
詰
用
に
漁
獲
し
、
生
態
系
を
破
壊
し
た
。
現
在
の
日
本
の
ニ
シ
ン

漁
獲
量
は
わ
ず
か
三
〇
〇
〇
ト
ン
程
度
で
あ
る
。
資
源
の
回
復
は
み

ら
れ
な
い
。

　

二
〇
〇
八
年
、
私
は
北
海
道
の
函
館
や
知し
り

内う
ち

、
福
島
、
江え

差さ
し

の
人

た
ち
の
食
文
化
を
調
べ
る
た
め
、
函
館
か
ら
江
差
に
か
け
て
訪
ね
た

こ
と
が
あ
る
。
江
差
の
鴎
か
も
め

島じ
ま

（
以
前
は
島
だ
っ
た
が
現
在
は
本
土
側
と
陸

つ
づ
き
）
や
そ
の
沿
岸
は
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
、
コ
ン
ブ
が
よ
く
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と
れ
た
。
か
つ
て
資
金
に
困
っ
た
土
地
の
人
た
ち
が
、
財
力
の
あ
る

支
配
層
に
島
ご
と
漁
業
権
を
売
り
渡
し
、
財
政
の
立
て
直
し
を
図
っ

た
と
い
う
。
戦
前
の
漁
業
法
（
明
治
漁
業
法
）
で
は
、
漁
業
権
の
譲
渡

は
合
法
で
あ
っ
た
。

　

江
差
も
ニ
シ
ン
の
漁
場
で
あ
っ
た
。
江
差
付
近
で
は
、
大
量
の
ニ

シ
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
、
農
業
用
肥
料
と
し
て
の
魚
粕
や
、
魚
油
を
製

造
、
関
西
方
面
に
販
売
さ
れ
た
。ニ
シ
ン
を
大
釜
で
炊
く
た
め
、
大
量

の
燃
料
を
必
要
と
し
た
。
付
近
の
森
林
は
、
ニ
シ
ン
漁
の
前
は
こ
ん

も
り
と
繁
っ
て
い
た
が
、
燃
料
用
に
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

礼
文
島
・
利
尻
島
で
も
、
ニ
シ
ン
漁
は
江
戸
時
代
に
松
前
藩
の
漁

場
請
負
制
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
明
治
初
頭
に
政
府
は
請
負
制
を
廃
止

し
た
が
、
事
実
上
類
似
し
た
制
度
を
導
入
し
、
本
土
の
資
本
家
な
ど

に
漁
場
が
提
供
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
に
明
治
漁
業
法
が
制
定
さ
れ

る
と
、
雇
わ
れ
漁
業
者
も
漁
業
参
入
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
本
家
な
ど
が
、
魚
粕
と
魚
油
を
製
造
す
る
た
め
に
、

大
量
の
ト
ド
マ
ツ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
利
尻
島
の
ニ
シ
ン
水
揚
げ
場
や

加
工
場
の
跡
付
近
は
裸
山
で
あ
っ
た
。
山
火

事
の
発
生
や
、
製
材
所
が
立
地
し
て
森
林
を

伐
採
し
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
燃
料
用
の
伐

採
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
同
島
の
鴛お
し

泊ど
ま
り付
近
、

礼
文
島
の
香か

深ふ
か

付
近
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一

部
は
植
林
の
努
力
も
行
わ
れ
た
が
、
海
風
も

強
く
、
結
局
は
樹
木
ま
で
成
長
し
な
い
で
枯

れ
て
し
ま
う
。

　

日
本
海
側
で
は
ニ
シ
ン
が
回
復
し
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
植
生
変
化
に
よ
っ
て
豊
か
な
栄

養
塩
が
海
に
入
ら
な
い
た
め
で
は
な
い
か
。

ニ
シ
ン
漁
の
記
録
は
あ
っ
て
も
、
加
工
製
造

と
森
林
伐
採
に
つ
い
て
は
記
録
や
研
究
が
み

ら
れ
な
い
。
栄
養
と
水
と
海
の
生
産
性
の
関

ニシン漁が盛んだった頃の利尻島・久連（くづれ）地区の風景（大正年間、
利尻町提供）。

利尻島の「麗峰湧水」。
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係
調
査
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
で
両
島
は
、
地
下
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
日
本
海
か
ら
の

湿
気
が
島
に
落
ち
、
水
脈
を
形
成
し
、
豊
か
な
地
下
水
と
な
っ
て
山

の
斜
面
や
海
岸
付
近
、
海
底
か
ら
湧
き
出
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
が

沿
岸
水
産
資
源
の
栄
養
と
な
っ
て
い
る
。
利
尻
島
の
長
浜
と
神
磯
の

間
に
は
「
麗
峰
湧
水
」
が
あ
る
。
こ
の
沖
合
い
に
も
海
底
か
ら
水
が

湧
き
出
て
い
る
と
い
う
。

２
．
水
産
業
の
現
況
と
将
来
展
望

（
１
）
漁
船
漁
業

①
減
少
す
る
底
魚
資
源（
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
）

　

北
海
道
の
漁
業
生
産
量
は
、
ピ
ー
ク
時
（
一
九
八
〇
年
代
後
半
）
に

は
約
二
二
〇
万
ト
ン
を
数
え
た
が
、
最
近
（
二
〇
一
二
年
）
は
約
三
分

の
二
の
約
一
二
五
万
ト
ン
に
減
少
し
た
。
本
州
の
漁
業
は
も
っ
と
激

し
い
。
三
分
の
一
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
五
分
の
一
に
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
差
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
生
産
力
が
優
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
、
隣
接
す
る
知
床
半
島
の
漁

業
生
産
量
の
う
ち
、
ホ
タ
テ
と
サ
ケ
・
マ
ス
の
漁
獲
量
を
除
け
ば
、

北
海
道
も
生
産
量
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
、
生
産
量
の
減
少
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の

は
、
底
魚
で
あ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
で
あ
る
。
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
日
本

海
系
群
は
、
北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
漁
業
と
沖
合
底
引
き
網
漁
業
の

重
要
魚
種
で
あ
っ
た
が
、
海
外
の
基
準
で
は
禁
漁
水
準
を
下
回
る
レ

ベ
ル
に
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
檜ひ

山や
ま

、
後し
り

志べ
し

、
留る

萌も
い

な

ど
の
沿
岸
漁
業
者
と
、
稚
内
や
小
樽
の
沖
合
底
引
き
網
漁
業
者
間
の

話
し
合
い
が
決
着
せ
ず
、
国
が
資
源
評
価
に
基
づ
く
総
漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
設
定
に
つ
い
て
、
漁
業
者
の
経
営
へ
の
配
慮
か
ら
、
生

物
学
的
漁
獲
許
容
量
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
を
超
え
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
し
て
、

結
果
的
に
資
源
量
が
減
少
し
た
。
沿
岸
・
沖
合
漁
業
者
も
、
目
先
の

漁
獲
量
の
確
保
を
優
先
さ
せ
、
過
大
な
漁
獲
量
の
割
当
を
得
よ
う
と

し
た
。
こ
れ
に
は
国
が
厳
し
い
長
期
的
回
復
策
を
打
ち
出
す
べ
き
だ

っ
た
が
、
現
在
の
漁
業
者
の
苦
境
を
も
た
ら
し
た
。

　

礼
文
島
・
利
尻
島
で
は
、
最
近
二
〇
年
間
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
ほ

と
ん
ど
漁
獲
が
み
ら
れ
な
い
。
北
海
道
日
本
海
系
群
の
資
源
が
完
全

に
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
一
九
九
〇
年
代
以
前
に
は
一
四
万
ト
ン
の
漁

獲
量
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
約
一
万
ト
ン
で
あ
る
。

②
減
少
す
る
底
魚
資
源（
ホ
ッ
ケ
）

　

ホ
ッ
ケ
の
道
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
系
群
も
、
急
激
に
資
源
が
悪
化
し
て

い
る
。
ホ
ッ
ケ
は
漁
期
が
比
較
的
長
く
（
四
月
か
ら
一
〇
月
）、
水
産

加
工
向
け
の
魚
種
で
あ
る
。
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
が
漁
獲
不
振
に
な
っ
た

一
九
九
三
年
以
降
、
沖
合
底
引
き
漁
業
が
主
対
象
と
し
て
漁
獲
し
た

魚
種
だ
が
、
礼
文
島
沖
に
産
卵
場
の
あ
る
ホ
ッ
ケ
に
漁
獲
圧
力
が
集

中
し
て
、
豊
か
な
は
ず
の
資
源
が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

沖
合
底
引
き
の
ホ
ッ
ケ
漁
獲
量
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
二
～

四
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
獲
減
少
と
と
も
に
急
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激
に
漁
獲
を
増
加
さ
せ
、
一
九
九
八
年
に
は
一
七
万
ト
ン
ま
で
増
加

し
た
。
そ
の
後
は
減
少
を
続
け
、
二
〇
一
三
年
に
は
わ
ず
か
三
・

二
万
ト
ン
と
な
っ
た
。
礼
文
島
・
利
尻
島
を
含
む
沿
岸
漁
業
で
も
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
も
含
め
て
三
～
四
万
ト
ン
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
一
・
一
万
ト
ン
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
魚
種
に
は
漁
獲
量
を
規
制
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
設
定
さ
れ
な
い
の
で
、

獲
り
過
ぎ
の
傾
向
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
底
魚
資
源
を
回
復
す
る
こ
と
が
両
島
の
中
長
期
的
な
漁

業
経
営
の
安
定
に
は

必
須
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
魚
種
の
七
～
八

割
は
、
沖
合
底
引
き
船
が
漁
獲
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
沖
合
底

引
き
網
漁
業
と
沿
岸
漁
船
漁
業
の
双
方
を
巻
き
込
ん
だ
中
長
期
の
資

源
管
理
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
規
制
と
、
沖
合
底
引
き
漁
船
へ
の
個
別
漁
獲
割
当
（
Ｉ

Ｑ
）の
導
入
な
ど
が
急
が
れ
る（
※
註
１
）。
最
近
、
北
海
道
庁
の
水
産

林
務
部
も
日
本
海
漁
業
対
策
室
を
設
置
し
て
、
そ
の
対
応
に
真
剣
か

つ
具
体
的
に
乗
り
だ
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
中
心
に
は
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
な
ど
諸
外
国
や
、
新
潟
県
佐
渡
島
で
実
施
し

て
い
る
個
別
漁
獲
割
当
の
方
策
を
ぜ
ひ
参
考
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

■�

註
１　

新
潟
県
の
個
別
漁
獲
割
当（
Ｉ
Ｑ
）制
度
：
沿
岸
性
の
ホ
ッ
コ
ク
ア
カ
エ
ビ（
ナ

ン
バ
ン
エ
ビ
、
一
般
的
に
は
甘
エ
ビ
）を
対
象
と
し
て
、
科
学
的
な
資
源
評
価
結
果（
現

在
は
漁
協
な
ど
か
ら
独
立
し
た
外
部
委
員
会
で
算
出
）
に
基
づ
き
、
全

体
の
漁
獲
可
能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
を
決
定
、
そ
れ
を
ホ
ッ
コ
ク
ア
カ
エ
ビ

を
獲
る
漁
業
者
に
過
去
の
漁
獲
実
績
に
基
づ
い
て
配
分
し
、
漁
獲
す
る
。

二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
五
カ
年
間
の
予
定
で
実
施
。
そ
の
後
は
結
果
に

基
づ
き
、
制
度
化
の
予
定
。
こ
の
制
度
導
入
後
、
こ
れ
ま
で
は
禁
漁
期

間
で
あ
っ
た
七
～
八
月
も
操
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
収
入
増
も
み
ら

れ
る
。
佐
渡
島
の
赤
泊
地
区
で
は
、
漁
船
二
隻
を
一
隻
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
不
要
な
経
費
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
網
目
の
拡

大
も
並
行
し
て
実
施
し
た
の
で
、
資
源
の
大
型
化
と
資
源
量
の
回
復
が

図
ら
れ
る
見
込
み
。
詳
細
は
小
松
正
之
「
新
潟
県
佐
渡
島
で
日
本
初
の

本
格
的
『
個
別
漁
獲
割
当
制
度
』
を
導
入
」（
本
誌
二
四
〇
号
所
収
）
を

参
照
。

（
２
）
磯
漁
業

①
種
苗
放
流
で
資
源
量
確
保
を
図
る
ウ
ニ

　

礼
文
島
・
利
尻
島
の
沿
岸
は
、
日
本
の
他
の
海
域
に

礼文島香深港にて、ホッケの水揚げ。

出荷されるホッケ。香深漁協にて。
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比
べ
て
大
変
恵
ま
れ
て
お
り
、
豊
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
匹
敵
す
る
場

所
は
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
と
、
知
床
半
島
の
両
岸
だ
け

で
あ
る
。
両
島
に
お
け
る
漁
獲
量
と
漁
業
生
産
高
は
、
他
の
離
島
や

日
本
海
沿
岸
に
比
べ
て
安
定
し
て
い
る
。

　

両
島
の
水
揚
げ
金
額
上
の
重
要
魚
種
（
二
〇
一
四
年
）
を
あ
げ
る
と
、

天
然
コ
ン
ブ
一
一
・
〇
億
円
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
一
〇
・
六
億
円
、

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
一
〇
・
一
億
円
、ナ
マ
コ
八
・
六
億
円
、ホ
ッ
ケ
七
・

六
億
円
で
あ
る
。
次
に
養
殖
コ
ン
ブ
が
六
・
八
億
円
で
続
き
、
こ
れ

ら
が
現
在
の
重
要
魚
種
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
２
）。

　

こ
の
中
で
、
磯
漁
業
に
と
っ
て
の
重
要
種
は
ウ
ニ
で
あ
る
。
大
き

く
二
種
類
の
系
統
が
あ
り
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
（
通
称
ウ
ニ
）
と
キ

タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
（
通
称
ノ
ナ
）
で
あ
る
。
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
卵

利尻町ウニ種苗生産センターにて、ウニの幼生
飼育室。

ウニやナマコの育成水槽。

養殖コンブ

天然コンブ

ナマコ

キタムラサキウニ
エゾバフンウニ

ホッケ

スケトウダラ

タラ

サケ

18

16

14

12
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8

6

4

2

0
1991 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14

（億円）

（年）

図2  礼文島・利尻島の主要魚種別漁獲金額推移

※礼文町、利尻町、利尻富士町資料ほかにより作成。
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巣
で
あ
る
中
身
が
赤
く
、
上
品
で
あ
っ
さ
り
し
た
味
で
あ
る
。
一
方

の
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
身
が
黄
色
で
、
ミ
ル
ク
味
で
あ
る
。

　

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
水
揚
げ
は
、
利
尻
町
で
は
一
九
八
八
年
の

八
〇
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
三
年
後
に
は
三
二
ト
ン
に
激
減
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
温
暖
化
や
磯
焼
け
を
あ
げ
る
人
が
多
い
。
利

尻
島
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
ウ
ニ
種
苗
の
放
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

利
尻
町
で
は
、「
利
尻
町
ウ
ニ
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
」
を
一
九
九
三

年
か
ら
二
カ
年
で
建
設
、
町
で
運
営
し
て
い
る
。
人
工
受
精
に
よ
る

幼
生
の
餌
と
し
て
珪
藻
キ
ー
ト
セ
ラ
ス
を
与
え
、
そ
の
後
は
緑
藻
の

ア
ワ
ビ
藻
で
育
て
る
。
一
五
ミ
リ
程
度
の
種
苗
を
約
四
〇
〇
万
粒
生

産
し
、
近
隣
に
も
販
売
、
放
流
し
て
い
る
。
収
入
は
年
間
約
三
〇
〇
〇

万
円
。
最
近
急
激
に
漁
獲
が
増
加
し
た
ナ
マ
コ
種
苗
の
生
産
も
行
っ

て
い
る
が
、
ウ
ニ
種
苗
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
年
間
運
営
費
約

三
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
一
二
〇
〇
万
円
ほ
ど
が
電
気
代
で
あ
る
と
い

う
。
生
産
品
質
や
施
設
管
理
、
運
営
面
も
含
め
、
大
変
レ
ベ
ル
が
高

い
施
設
で
あ
る
の
で
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
学
術
的
論
文
を
書
き
、

外
部
の
専
門
家
に
も
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
好
不
漁
の
波
が
激
し
い
天
然
コ
ン
ブ

　

天
然
の
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
両
島
に
と
っ
て
ニ
シ

ン
と
並
び
重
要
な
魚
種
で
あ
る
が
、

漁
業
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
水
揚

げ
金
額
は
長
期
的
に
み
る
と
減
少

傾
向
で
、
好
不
漁
の
波
も
著
し
い
。

二
〇
一
一
年
に
は
二
億
円
を
割
り

込
ん
だ
が
、
二
〇
一
四
年
に
は
約

一
一
億
円
に
回
復
し
た
。
資
源
減

少
は
温
暖
化
に
よ
る
磯
焼
け
が
原

因
と
さ
れ
る
が
、
コ
ン
ブ
を
食
べ

る
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
水
温
の

上
昇
で
活
発
に
活
動
す
る
の
で
、

こ
の
種
の
間
引
き
生
産
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
が
、
コ
ン
ブ
の
生
産
量

ウニ飼育の餌となるアワビ藻の培養。

試験的に飼育中の黒ナマコ。
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島
の
香
深
産
が
も
っ
と
も
良
質
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
他
地
区
産
も

評
価
は
高
い
。

　

リ
シ
リ
コ
ン
ブ
は
二
年
生
で
あ
る
。
一
年
目
は
成
長
の
度
合
い
が

遅
く
、
栄
養
も
十
分
に
入
ら
ず
、
水
コ
ン
ブ
と
呼
ば
れ
る
。
二
年
目

に
残
っ
た
根
か
ら
葉
が
出
て
、
厚
み
も
長
さ
も
増
し
、
七
～
九
月
頃

に
収
獲
さ
れ
る
。
干
さ
れ
た
コ
ン
ブ
は
き
れ
い
に
伸
ば
し
て
長
さ
を

揃
え
、
両
脇
を
切
り
落
と
し
て
一
駄
（
乾
燥
重
量
で
一
五
キ
ロ
）
ず
つ

束
ね
、
北
海
道
水
産
物
検
査
協
会
の
定
め
た
規
格
に
基
づ
き
、
等
級

検
定
を
受
け
て
一
等
か
ら
四
等
に
分
類
、
納
品
さ
れ

る
。
な
か
で
も
一
等
品
は
貴
重
で
、
た
と
え
ば

二
〇
一
四
年
の
利
尻
島
で
は
、
納
品
さ
れ
た
天
然
リ

シ
リ
コ
ン
ブ
重
量
の
う
ち
、
一
等
品
の
割
合
は
一
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

養
殖
コ
ン
ブ
も
同
様
に
四
等
級
に
区
分
さ
れ
る
が
、

価
格
的
に
は
養
殖
の
一
等
が
天
然
の
三
等
（
一
キ
ロ

約
三
一
〇
〇
円
）
に
相
当
す
る
。

　

関
西
の
老
舗
料
亭
で
は
、
一
等
品
の
天
然
リ
シ
リ

コ
ン
ブ
を
使
い
、
カ
ツ
オ
節
と
の
割
合
を
そ
の
店
独

特
の
加
減
で
変
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ブ
の
使
用

量
は
、
カ
ツ
オ
節
の
産
地
や
時
期
と
料
理
素
材
の
種

類
で
も
異
な
る
。
あ
く
ま
で
料
理
が
主
体
で
あ
り
、

ダ
シ
が
主
体
と
な
っ
て
は
料
理
が
生
き
な
い
。
リ
シ

リ
コ
ン
ブ
は
、
他
の
コ
ン
ブ
よ
り
薄
味
で
濁
り
が
少

の
増
加
に
も
つ
な
が
ろ
う
。

　

コ
ン
ブ
に
は
両
島
と
稚
内
の
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
を
は
じ
め
、
函
館
の

マ
コ
ン
ブ
、
浦
河
の
ヒ
ダ
カ
コ
ン
ブ
、
知
床
の
ラ
ウ
ス
コ
ン
ブ
な
ど

が
あ
る
が
、
生
育
地
の
環
境
と
栄
養
状
態
に
よ
っ
て
大
き
さ
や
厚
み
、

味
が
異
な
る
。
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
は
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
型
種
だ
が
、

あ
っ
さ
り
し
て
深
み
が
あ
り
、
だ
し
コ
ン
ブ
と
し
て
は
一
級
品
で
あ

る
。
礼
文
・
利
尻
産
の
「
島
物
」
と
、
稚
内
地
方
の
「
地
物
」
と
の

二
種
に
大
別
さ
れ
、
島
物
も
採
れ
る
浜
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
。
礼
文

コンブの天日干し風景（写真提供／利尻富士町）。

磯舟による天然コンブ漁（写真提供／利尻富士町）。
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な
く
、
引
き
立
て
役
と
し
て
第
一
級
で
あ
る
。
ま
た
、
購
入
者
で
あ

る
敦
賀
の
コ
ン
ブ
問
屋
で
一
～
二
年
間
湿
気
を
断
ち
な
が
ら
熟
成
さ

せ
る
と
、
コ
ン
ブ
の
持
つ
雑
味
が
と
れ
て
、
さ
ら
に
品
質
が
増
す
の

だ
と
い
う
。
こ
れ
を
「
蔵
囲
い
」
と
い
う
。
ワ
イ
ン
の
熟
成
に
も
似

る
（
奥
井  
隆
『
昆
布
と
日
本
人
』）。

　

な
お
、
世
界
的
に
み
れ
ば
、
海
藻
の
生
産
は
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。
伸
び
が
著
し
い
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
。

彼
ら
の
生
産
物
は
、
粘
着
剤
や
増
量
剤
の
原
料
と
な
る
海
藻
で
あ
り
、

わ
が
国
が
食
用
と
し
て
い
る
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
、
ノ
リ
と
は
異
な
る

が
、
健
康
食
品
や
医
療
用
の
需
要
が
世
界
的
に
増
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
海
藻
類
の
生
産
は
、
天
然
・
養
殖
と
も
減
少
が

著
し
い
が
、
北
海
道
産
の
コ
ン
ブ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
コ
ン

ブ
の
生
産
量
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
北
海
道
が
占
め
て
い
る
が
、

一
九
八
九
年
に
は
三
万
三
五
〇
六
ト
ン
だ
っ
た
生
産
量
は
、二
〇
一
三

年
に
は
一
万
四
九
三
一
ト
ン
、
四
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
減
少

し
た
。
年
に
ほ
ぼ
一
千
ト
ン
ず
つ
減
っ
て
き
て
お
り
、
単
純
計
算
で

は
あ
と
一
五
年
で
コ
ン
ブ
生
産
は
日
本
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な

る
（
図
３
）。
す
べ
て
の
コ
ン
ブ
が
減
少
し
て
い
る
が
、
中
で
も
リ
シ

リ
コ
ン
ブ
の
減
少
は
著
し
い
。
礼
文
島
・
利
尻
島
を
含
む
北
海
道
の

コ
ン
ブ
生
産
は
、
世
界
的
な
傾
向
に
逆
行
し
て
、
経
済
的
に
儲
け
る

チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
る
。
海
藻
生
産
量
の
減
少
は
、
漁
業
者
の
み

な
ら
ず
、
こ
れ
を
原
料
と
す
る
食
品
業
、
飲
食
業
、
加
工
業
、
医
療

薬
品
業
に
も
影
響
す
る
。
抜
本
的
な
て
こ
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。

出典：北海道水産物検査協会HP（http://h-ssk.or.jp/）掲載資料より

図3  北海道におけるコンブ生産量（格付け実績）推移
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③
安
定
収
入
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
養
殖
コ

ン
ブ

　

現
在
、
両
島
で
安
定
し
た
収
入
源
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
養
殖
で
あ

ろ
う
。
礼
文
島
・
利
尻
島
の
「
共
同
漁

業
権
」（
※
註
２
）
は
、
原
則
距き
ょ

岸が
ん

二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
の
養
殖
場
の

新
設
が
鍵
で
あ
る
。
こ
の
養
殖
場
は
、
磯
漁

業
と
の
区
分
を
図
る
た
め
に
、
そ
の
区
画
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
特
定
区

画
漁
業
権
」（
※
註
３
）
と
い
い
、
漁
業
法
で

は
漁
協
に
管
理
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

養
殖
施
設
の
周
辺
や
下
部
で
は
、
魚
介
類
の

集
積
傾
向
が
知
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
資

源
量
も
豊
か
で
生
産
金
額
が
増
加
し
て
い
る

ナ
マ
コ
の
保
護
場
に
も
な
ろ
う
。

■�

註
２　

共
同
漁
業
権
：
漁
業
法
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
か
ら
漁
業
協
同
組
合
に
対
し

て
与
え
ら
れ
、
組
合
員
が
一
定
の
漁
場
を
共
同
利
用
し
て
漁
業
を
営
む
権
利
で
、
五

種
類
あ
る
。
第
一
種
は
、
コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、

ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
定
着
性
の
水
産
動
植
物
を
組
合
員
が
漁
獲
す
る
も
の
。
第
二
種
は
、

規
模
の
小
さ
い
定
置
網
漁
業
な
ど
。
第
三
種
は
、
地
引
網
や
船
引
網
な
ど
の
小
型
移

動
式
漁
業
。
第
四
種
は
、
寄
り
魚
な
ど
伝
統
的
な
漁
業
。
そ
し
て
第
五
種
は
、
河
川

や
湖
沼
な
ど
内
水
面
で
行
わ
れ
る
漁
業
で
あ
る
。
漁
協
は
、
漁
法
や
期
間
を
盛
り
込

ん
だ
漁
業
権
行
使
規
則
を
作
成
し
、都
道
府
県
の
承
認
を
得
る
こ
と
で
効
力
を
発
す
る
。

漁
業
権
の
有
効
期
間
は
一
〇
年
で
あ
る
。
組
合
管
理
型
漁
業
権
と
言
わ
れ
る
。

■�

註
３　

特
定
区
画
漁
業
権
：
区
画
漁
業
権
の
中
で
、
小
割
式
や
垂
下
式
、
筏
式
で
、

ブ
リ
や
タ
イ
な
ど
の
魚
類
、
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
な

ど
の
貝
類
の
養
殖
業
は
「
特
定
区
画
漁
業
権
」
と
称
さ
れ
、
わ
が
国
の
養
殖
で
は
一

般
的
な
も
の
が
こ
れ
に
属
す
る
（
垂
下
式
の
真
珠
養
殖
業
は
除
く
）。
こ
れ
ら
は

一
九
六
三
年
の
漁
業
法
の
改
正
で
、
養
殖
業
の
経
営
規
模
の
拡
大
と
近
代
化
を
目
的
に
、

そ
れ
ま
で
の
漁
業
者
個
人
に
与
え
ら
れ
て
い
た
漁
業
権
を
、
一
旦
共
同
漁
業
権
の
よ

う
に
優
先
的
に
漁
業
協
同
組
合
に
与
え
、
漁
協
は
組
合
員
が
漁
獲
す
る
た
め
の
漁
業

権
行
使
規
則
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
養
殖
す
る
。
日
本
独
特
の
制
度
で
、
諸
外
国

は
養
殖
業
者
に
直
接
許
可
を
し
て
い
る
。
諸
外
国
の
養
殖
業
は
近
代
化
と
規
模
の
拡

大
が
進
む
。

礼文島にて、養殖コンブの乾燥施設。

乾燥後、１駄ずつ束ねられたリシリコンブ。
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天
然
コ
ン
ブ
と
養
殖
コ
ン
ブ
の
差
は
、
生
産
の
方
式
と
環
境
の
差

に
も
よ
る
。
天
然
コ
ン
ブ
は
沿
岸
の
岩
礁
地
帯
に
あ
り
、
栄
養
豊
か

な
海
流
で
つ
ね
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
締
ま
り
が
出
る
。
一
方
で
養
殖
コ

ン
ブ
は
、
施
設
を
沖
出
し
し
て
、
海
流
の
速
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る

の
で
、
比
較
的
温
暖
化
や
水
温
上
昇
の
影
響
は
受
け
な
い
。
収
獲
後
、

天
然
コ
ン
ブ
は
玉
砂
利
を
敷
い
た
干
場
で
の
天
日
乾
燥
で
栄
養
と
味

を
コ
ン
ブ
内
に
閉
じ
込
め
る
が
、
養
殖
コ
ン
ブ
は
屋
内
で
の
熱
風
乾

燥
も
多
い
。
旨
味
成
分
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
な
ど
に
差
が
生
じ
る

か
ど
う
か
、
両
者
の
成
分
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

養
殖
コ
ン
ブ
の
生
産
は
天
然
に
比
較
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、
養

殖
施
設
や
乾
燥
場
の
導
入
に
多
額
の
初
期
投
資
（
一
五
〇
〇
万
円
程
度
）

が
必
要
で
あ
り
、
多
大
な
労
力
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
新
規
の
着
業

も
少
な
く
、
高
齢
化
に
よ
る
廃
業
が
多
い
。
ま
た
、
コ
ン
ブ
は
採
取

後
の
乾
燥
に
手
間
が
か
か
り
、
換
金
で
き
る
の
は
二
、三
カ
月
後
で

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
若
い
漁
業
者
は
換
金
性
の
高
い
ナ

マ
コ
漁
や
、
建
設
業
と
の
兼
業
形
態
を
示
す
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
コ
ン
ブ
養
殖
は
両
島
の
将
来
の
発
展
を
期
す
る
上
で
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の
業
種
へ
の
新
規
参
入
と
生
産
性
の
向
上
、

経
営
の
組
織
化
と
近
代
化
が
極
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

④
生
産
量
が
増
大
す
る
ナ
マ
コ

　

ナ
マ
コ
漁
は
、
両
島
で
は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
利
尻

島
で
は
、
一
七
五
〇
年
頃
に
能
登
の
村
上
伝
兵
衛
が
宗
谷
場
所
を
請

け
負
い
、
ナ
マ
コ
の
桁

網
を
導
入
し
た
（
赤
嶺  

淳
『
ナ
マ
コ
を
歩
く
』）。

ニ
シ
ン
、
コ
ン
ブ
と
並

ん
で
重
要
な
魚
種
で
あ

り
、
中
国
輸
出
が
主
で

あ
っ
た
。
し
か
し
本

格
的
に
ナ
マ
コ
漁
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
本
マ
グ
ロ
と

オ
オ
ナ
ゴ
漁
が
不
漁
と

な
っ
た
一
九
八
〇
年
代

後
半
か
ら
で
あ
る
。
近

年
、
中
国
の
経
済
発
展

と
と
も
に
急
速
に
そ
の
生
産
が
増
大
し
て
い
る
。
日
本
で
は
ナ
マ
コ

は
生
食
用
で
、
西
日
本
を
中
心
に
赤
ナ
マ
コ
と
青
ナ
マ
コ
の
需
要
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
贈
答
用
の
高
級
食
材
と
し
て
需

要
が
伸
び
て
い
る
。
イ
ボ
が
多
く
尖
端
が
は
っ
き
り
し
た
黒
ナ
マ
コ

が
非
常
に
重
宝
さ
れ
る
。
黒
ナ
マ
コ
が
多
い
東
北
地
方
や
北
海
道
の

生
産
が
急
速
に
伸
び
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

知
事
許
可
漁
業
の
漁
船
漁
業
（
桁
網
）
と
、
磯
漁
と
し
て
小
型
の

共
同
漁
業
権
第
一
種
漁
業
（
タ
モ
網
な
ど
）
が
あ
る
。
一
五
年
前
に
は

約
一
億
円
程
度
の
漁
獲
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
九
倍
と
急
速

礼文島の香深沖にて、ナマコのタモ網漁。
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に
増
加
し
て
い
る
。

以
前
、
利
尻
島
で
は
、

ヨ
モ
ギ
を
使
い
、
煮

込
ん
で
乾
燥
し
て
か

ら
出
荷
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
人
手
不
足

で
あ
り
、
生
で
稚
内

ま
で
送
り
、
そ
こ
で

加
工
さ
れ
て
い
る
。

利
尻
町
で
は
ナ
マ
コ

の
種
苗
を
放
流
し
て

い
る
。
本
漁
業
も
資

源
の
状
況
を
把
握
し
、

適
正
量
の
漁
獲
が
一

層
大
切
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
桁
網
は
、
海
底
の
生
態
系
を
破
壊

す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
適
切
な
使
用
制
限
が
ナ
マ
コ
漁
や
他
の
漁

業
の
持
続
的
発
展
に
も
つ
な
が
る
。

　

し
か
し
、
中
国
で
は
最
近
、
習
近
平
総
書
記
が
綱
紀
粛
正
を
打
ち

出
し
、
上
海
総
合
株
式
市
場
で
の
株
価
の
下
落
や
、
人
民
元
の
切
り

下
げ
で
中
国
経
済
が
急
速
に
減
速
し
て
お
り
、
今
後
は
ナ
マ
コ
や
ホ

タ
テ
、
サ
ケ
に
対
す
る
需
要
に
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
３
）
ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
、
天
然
の
資
源
を
漁
獲
対
象
と
す
る
漁
船
漁
業
は
衰

退
の
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
知
事
許
可
漁
業
の
漁
船
漁
業
は
、
回
遊

性
の
魚
種
を
漁
獲
し
、
自
分
た
ち
の
努
力
の
み
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
部
分
が
多
い
。
特
に
、
稚
内
と
小
樽
に
根
拠
地
を
構
え
る

沖
合
底
引
き
漁
船
が
漁
獲
の
主
対
象
と
す
る
底
魚
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

と
ホ
ッ
ケ
は
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
源
回
復
が

急
務
で
あ
る
。
国
と
北
海
道
庁
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
加
え
、
関
係
業

界
も
短
期
的
利
益
よ
り
も
将
来
の
持
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
最
大

の
目
的
を
お
い
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

両
島
の
各
町
史
を
み
れ
ば
、
減
少
し
た
資
源
の
回
復
策
を
講
ず
る

こ
と
は
せ
ず
に
、
新
た
な
資
源
を
漁
獲
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き

た
歴
史
で
あ
る
。
新
た
な
魚
種
は
な
い
と
心
得
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
他
産
業
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
水
産
業
を
柱
と
し
て
振

興
に
努
め
る
べ
き
だ
。
水
産
業
が
元
気
で
あ
っ
て
こ
そ
、
魚
介
類
を

目
当
て
に
訪
れ
る
人
も
増
加
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
観
光
業
や
飲
食

業
な
ど
が
生
き
る
と
思
わ
れ
る
。

３
．
六
次
産
業
化
と
後
継
者
確
保
に
向
け
て

（
１
）
漁
協
の
役
割

　

礼
文
島
・
利
尻
島
に
漁
業
組
合
（
現
在
の
漁
業
協
同
組
合
の
前
身
で
漁

業
権
の
管
理
を
行
う
）
が
誕
生
し
た
の
は
、
日
本
で
最
初
の
漁
業
法
で

あ
る
旧
漁
業
法
（
一
九
〇
一
年
）、
明
治
漁
業
法
（
一
九
一
〇
年
）
が
成

香深港に水揚げされた黒ナマコ。
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立
し
た
頃
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
各
地
に
漁
業
組
合
を
組
織
し
、
漁

場
請
合
制
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
封
建
資
本
以
外
の
一
般
漁
業
者
の

育
成
に
力
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
ニ
シ
ン
漁
場
ご
と
に
漁
業
権
を
与

え
た
。
と
こ
ろ
が
ニ
シ
ン
は
、
漁
場
の
位
置
が
そ
の
獲
れ
高
に
大
き

く
影
響
し
た
の
で
、
漁
場
の
開
設
、
す
な
わ
ち
漁
業
権
の
設
定
で
、

地
域
間
お
よ
び
地
域
内
の
対
立
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
現
在
で
も

そ
の
余
波
が
各
漁
協
に
残
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
両
島
で
の
共
同
漁
業
権（
明
治
漁
業
法
で
は
専
用
漁
業
権
）

の
幅
は
約
二
キ
ロ
と
さ
れ
る
。
最
近
の
生
産
金
額
を
み
る
と
、
礼
文

島
が
三
二
億
円
（
二
〇
一
四
年
）
で
、
利
尻
島
も
ほ
ぼ
同
額
（
同
、
利

尻
町
・
利
尻
富
士
町
の
合
計
）
で
あ
る
。

　

礼
文
島
に
は
二
漁
協
（
香
深
・
船
泊
）
が
存
在
し
て
い
る
が
、
利
尻

島
は
四
漁
協
（
鴛
泊
、
鬼
脇
、
沓く

つ

形が
た

、
仙せ

ん

法ぽ
う

志し

）
が
二
〇
〇
八
年
に
合
併

し
た
。
経
済
運
営
の
自
立
を
目
指
す
観
点
が
主
目
的
で
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
共
同
漁
業
権
も
特
定
区
画
漁
業
権
も
共
同
で
活
用
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。
先
頃
も
あ
る
地
区
で
は
天

然
コ
ン
ブ
が
豊
漁
で
、
地
元
で
は
採
り
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

他
地
区
の
漁
業
者
に
採
ら
せ
よ
う
と
す
る
う
ご
き
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
他
方
、
礼
文
島
で
は
、
両
漁
協
（
香
深
・
船
泊
）
と
も
合
併
す
る

つ
も
り
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
般
に
、
戦
後
の
漁
協
合
併
は
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
合
併
後
で
も
経
営
の
改
善
が
図
ら
れ
た
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
な
い
。
統
合
さ
れ
て
も
、
資
源
管
理
と
組
合
管
理
型
漁

業
権
（
共
同
漁
業
権
や
特
定
区
画
漁
業
権
）
の
あ
り
方
が
、
そ
の
経
済
活

動
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
（
規
模
の
拡
大
や
共
同
化
な
ど
）
を
活
か
す
形
で

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
小
規
模
の
ま
ま
で
は
個
人
の
労

働
に
負
担
が
か
か
り
、
海
外
の
養
殖
業
に
は
生
産
力
で
競
合
で
き
な

い
。
合
併
は
経
済
力
と
経
済
事
業
強
化
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を
阻
害
す
る
要
因
を
克
服
し
な
が
ら
の
合
併
が
課
題

で
あ
る
。

（
２
）
水
産
加
工
業
、
六
次
産
業
化
対
策

　

両
島
の
町
役
場
で
は
、
漁
獲
物
に
い
か
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
か

に
知
恵
を
絞
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
漁
協
と
漁
業
者
は
、

札
幌
方
面
へ
の
出
荷
は
高
価
格
が
見
込
め
、
現
金
収
入
に
は
手
っ
取

礼文島・ジンポーフーズ代表の川村久男さん。
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り
早
い
と
の
考
え
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ホ
ッ
ケ
も
資
源
状
況
の
悪

化
か
ら
魚
価
が
高
騰
し
て
、
鮮
魚
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、人
口
減
少
と
高
齢
化
で
、島
内
加
工
場
の
労
働
力
も
足
り
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
七
年
に
香
深
漁
協
を
辞
め
て
独
立
し
、
水
産
加

工
業
の
ジ
ン
ポ
ー
フ
ー
ズ
代
表
を
務
め
る
礼
文
島
の
川
村
久
男
さ
ん

の
よ
う
に
、
長
年
地
元
の
加
工
場
で
、
お
も
に
ホ
ッ
ケ
の
加
工
で
付

加
価
値
を
高
め
な
が
ら
、
地
物
加
工
品
と
し
て
の
地
位
の
獲
得
と
向

上
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
も
、
年
間
約
三
〇
ト
ン
に
お
よ
ぶ
ホ
ッ
ケ

の
入
手
難
と
価
格
の
上
昇
で
苦
し
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
原
料
の
入

手
時
期
と
量
が
一
定
せ
ず
、
加
工
場
で
雇
用
す
る
人
員
の
確
保
に
も

事
欠
く
状
況
と
な
る
。
最
盛
期
に
は
年
商
一
・
二
億
円
、
最
大
で
六

名
を
雇
用
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
二
名
（
う
ち
一
名
は
パ
ー
ト
）
の
み
。

魚
価
が
上
が
れ
ば
漁
業
者
に
は
い
い
が
、
消
費
者
の
ホ
ッ
ケ
ば
な
れ

を
も
た
ら
す
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
地
元
で
加
工

も
で
き
な
く
な
る
。

　

離
島
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ー
モ
ン
や
サ

バ
、
ロ
シ
ア
産
の
冷
凍
甘
エ
ビ
な
ど
、
地
の
も

の
で
は
な
い
食
材
を
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

離
島
に
限
ら
ず
日
本
国
中
そ
う
で
あ
る
。
漁
協

と
漁
業
者
は
地
場
産
業
の
拡
充
に
消
極
的
で
、

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
も
コ
ス
ト
意
識
な
ど
か
ら
地

元
産
を
敬
遠
し
、
結
果
的
に
島
全
体
が
損
を
し

て
い
る
。
地
元
で
の
加
工
は
、
宿
泊
業
や
飲
食

業
へ
の
提
供
、
観
光
客
へ
の
販
売
な
ど
の
面
か

ら
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

コ
ン
ブ
の
加
工
に
関
し
て
も
、
漁
協
は
北
海

道
漁
連
の
系
統
で
長
年
続
い
て
い
る
関
西
の
コ

ン
ブ
商
社
に
販
売
す
る
こ
と
で
、
換
金
性
と
販

売
先
の
安
定
性
を
確
保
し
て
い
る
が
、
コ
ン
ブ

の
乾
燥
と
製
品
づ
く
り
を
個
々
の
漁
業
者
に
委

ジンポーフーズの各種ホッケ加工製品。
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ね
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
収

入
の
伸
び
に
期
待
で
き
な
い
。
こ

の
現
象
は
有
明
海
の
ノ
リ
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
。
事
実
上
、
商

社
は
等
級
ご
と
の
価
格
を
決
定
し

て
、
そ
れ
に
応
じ
た
入
札
を
期
待

す
る
。
つ
ま
り
、
価
格
の
決
定
権

は
漁
協
と
漁
業
者
に
は
な
い
の
で

あ
る
。
販
売
力
と
支
払
金
を
担
保

に
し
て
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
が
持
つ

適
正
な
価
値
の
相
当
部
分
を
漁
業

者
が
活
か
し
切
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

販
売
先
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
製
品
づ
く
り
ま
で
地
元
で

し
た
い
と
の
考
え
を
町
は
持
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
漁
場
が
空
い

て
く
る
の
で
、
町
と
新
規
参
入
の

漁
業
者
、
現
漁
業
者
が
共
同
で
事
業
を
行
う
こ
と
で
も
よ
い
。
こ
の

た
め
の
養
殖
用
の
特
定
区
画
漁
業
権
を
漁
業
者
と
町
の
共
同
事
業
に

与
え
て
、
コ
ン
ブ
養
殖
と
加
工
、
販
売
ま
で
、
六
次
産
業
化
と
し
て

の
実
験
で
も
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
リ
ス
ク
は
町
が
負
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
製
品
づ
く
り
は
本
土
の
食
品
会
社
と
提
携
し
た

ら
と
考
え
る
。

（
３
）
後
継
者
対
策

　

礼
文
島
・
利
尻
島
で
は
、
本
土
の
漁
村
に
比
べ
て
新
規
の
漁
業
者

の
受
け
入
れ
と
そ
の
定
着
の
度
合
い
が
著
し
く
好
成
績
を
収
め
て
い

図4  各島で実施している新規漁業就業者向け漁業体験研修「漁師道」
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る
。
こ
れ
は
、
両
島
の
独
特
の
特
質
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
第
一

に
、
沿
岸
の
磯
漁
と
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
漁
業
が
本
土
の
漁
業
に
比
べ
て

豊
か
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
各
島
で
三
二
億
円
ず
つ
の
生
産
額
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
漁
場
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

だ
か
ら
他
所
か
ら
受
け
入
れ
る
潜
在
力
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
北
海
道
と
い
う
開
放
性
で
あ
る
。
三
世
代
ほ
ど
前

ま
で
す
べ
て
は
移
住
者
で
あ
る
。
他
所
か
ら
入
る
も
の
に
対
し
て
、

本
土
よ
り
抵
抗
性
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
国
の

漁
業
就
業
者
確
保
・
育
成
対
策
事
業
、
北
海
道
の
離
島
地
域
漁
業
就

業
者
確
保
対
策
事
業
、
各
町
単
独
の
後
継
者
育
成
事
業
（
磯
舟
や
報

奨
金
支
給
、
生
活
費
補
助
金
や
住
宅
補
助
金
ほ
か
）な
ど
の
活
用
が
あ
る（
図

４
）。
こ
れ
ら
の
状
況
を
み
る
と
、
他
地
区
に
比
較
し
て
多
く
の
漁

業
就
業
者
の
定
着
を
み
て
い
る
。
日
本
全
体
の
後
継
者
対
策
と
沿
岸

漁
業
へ
の
新
規
参
入
対
策
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
の
漁
業
者
が
四
五

パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
て
お
り
、
年
間
に
一
〇
人
程
度
の
漁
業
者

が
各
島
と
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
加
速
し
、
そ
し

て
漁
業
の
労
働
力
の
質
も
低
下
し
よ
う
。
現
在
の
対
策
で
は
各
島
と

も
年
に
数
名
程
度
の
新
規
参
入
で
あ
る
。
現
状
の
漁
業
振
興
策
と
後

継
者
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
た
、
大
胆
で
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。�
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